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認知症患者の栄養管理は、病状の進行や多様な症状が影響し、非常に複雑で困難を伴います。食欲の低下による低栄養の

リスクだけでなく、嗜好や食生活の変化による過栄養のリスクも懸念されます。そのため、患者一人ひとりの生活習慣を詳しく

把握し、継続的な支援を行うことが重要です。また、食事中にみられる兆候や症状は個々に異なり、それぞれに対応するため

には、管理栄養士が十分な知識と適切な対応策を備えている必要があります。本特集は、認知症患者の病態を深く理解し、

それに基づいた適切な食事提供や栄養管理をサポートすることを目的としています。今回、基礎知識の習得から、具体的な

症状別ケアの実践方法、さらには日常生活に即した柔軟な対応策まで、多角的な視点で紹介し、管理栄養士が認知症患者

に寄り添い、個別化されたケアを実現する手助けをめざします。

特集

1 認知症の病態と治療のキホン 吉田貞夫 ちゅうざん病院副院長／沖縄大学健康栄養学部客員教授／

金城大学客員教授

2 認知症患者の嗅覚・味覚障害

髙﨑美幸3 認知症患者の低栄養・過栄養

4 認知症を予防する食事に根拠はあるの？ 吉田貞夫 ちゅうざん病院副院長／沖縄大学健康栄養学部客員教授／

金城大学客員教授

石岡拓得 一般財団法人愛成会弘前愛成会病院栄養科科長5 認知症患者の食事中の兆候・症状別栄養ケアのポイント①

傾眠・失認・失行・異食・盗食

徳澤陽子 医療法人緑風会ほうゆう病院栄養課6 認知症患者の食事中の兆候・症状別栄養ケアのポイント②

拒食・過食・偏食・早食い・丸呑み

7 認知症患者の食事中の兆候・症状別栄養ケアのポイント③

妄想・興奮・暴力・暴言・徘徊・多動

8 認知症患者が食事の買いものや調理ができない場合はどうするの？

稲川雄太

福吉大輔
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医療法人全隆会指宿竹元病院栄養部主任

福島学院大学短期大学部食物栄養学科准教授

読者ターゲット 病院および福祉施設などの栄養士、管理栄養士、栄養療法に関心のある医師、
看護師などNSTを構成するメンバー

ＡＤポイント 創刊18年目。人間の健康や寿命にいちばん関連のある日常の栄養学の専門誌。
食事・栄養療法の知識・技術の最新情報を発信します。

ほか
連載

●生活と治療に直結する 小児栄養の基礎知識と最新情報

●高齢者施設＆障害者支援施設向け コツコツやろう！ ミールラウンドのコツを教えます★

東京医科大学高齢総合医学分野（高齢診療科）

特定医療法人財団松圓会東葛クリニック病院医療技術部課長
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表3 カラー 1頁 210,000

記事中 1色 1頁 80,000
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タチシロありの印刷物

【断ち切り】

【断ち切り】

【断ち切り】

記事中※ カラー 1頁 160,000 257×182 【断ち切り】

※掲載場所指定は20％増の料金となります（記事中カラーのみ対応）。

◇この内容は、弊社ホームページ内の「掲載可能な専門誌一覧（https://www.medica.co.jp/ad/）」からダウンロードできます。

発行：株式会社メディカ出版


